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　　　　　　　　　　　　．．　　　ま　　え
　陶淵明と松尾芭蕉とは私の日頃最も敬愛する詩
人である．私自身は詩も俳句も作れない一本強痍
に過ぎないが，折にふれて彼等の作品を読んで居
る中に，そこはかとなく心の底深く感銘する所か
あって，何とかそれをまとめて見たいと思ってい
た者である．世にも偉大なる両詩人の面目を，僅
少の紙面に活叙するなどということは，到底私如
き者の手におえるものでないことは百も承知であ
る．にも拘･らずこれを敢てする所以のものは，何
はともあれ書き綴って見ずには居られないよう
な√強い衝動に駆られたからである．
　さて，この小稿に於て私の意図する所は次のよ
うなととである．即ち，両詩人共に自然を熱愛し
て，その愛情を詩文に託し，同じく自然詩人の名
を以て呼ばれて居り，その根本精神に於て全く共
通する所があるか，しかし両者か自然を追求する
方途とその捉え方とは必ずしも同じでなく，－は
田園に農耕生活を営むことによって，他は草庵生
活もしくは族路に漂泊することによって，それを
(1)
（Ｌ）
が　　き
追求し把握している．殊に芭蕉は漂泊の詩人たる
ことに於て最もよくその特色を発揮したかの観か
ある．それゆ丸私は両者をそれぞれ田園詩人と漂
泊詩人と呼ぶことによって，その自然追求の過程
を考察し，然る後その相共通する自然愛精神の内
奥の秘密を探究して見たいと思う．
　ただその前に，両詩人は千三百年を隔てた時代
に，異国の人として生存したけれども，両者は全
く無縁孤立なのではなくて，芭蕉は李杜寒白蘇黄
の如き中国の詩人達を敬愛したと同時に陶淵明を
も景仰私淑して居り，その証跡か作品の随所に認
められるから，先ずその証跡一一言わば作品の上
での両詩人のつながりを探って，然る後に本来意
図する所にペンを進めることにしたい．ただ才学
罪浅，加うるに文献乏しく，当然読むべき名著さ
え読み得ずして執筆したために，測らざる過誤や
独断に陥った鮎がありはしないかをひそかに恐れ
るか，さいわいに読者大方の叱正を得られれば望
外の悦びである．
（－）作品の上てのつながり
　　　　　　　言うまでもなく淵明の「桃花源記」を指し、「奥
　先ず「芭蕉文集」について調べて見ると，「歌
仙の讃」の終りに，「唯是天簸自然の作者，芭蕉
は破れて風嘸々て」というのかあり，この「風嘸々」
は陶淵明の「帰去来曾辞」の中にある「風属‘々
而吹衣」から取られた,ものと先学によって指摘さ
　　　　（2）れている．･次に「竹の奥」の「心は高きに遊んで，
身は匍莞雄兎の交りをなし，自ら鋤を荷いて淵明
か園に分け入り……」は淵明の「帰園田居」共ヨ
の「帯月荷鋤帰」に拠りヽ，「続の原皺」の「東籐
の菊も名を様々に」と「芭蕉を移す詞」の胃頭
　「菊は東雁に栄え」は同じく「飲酒」共五の名句
から，「温泉の頌」の「彼の桃源に舟を失ひ,」は
の細道」の曾良のことを記した所の「予が薪水の
労を助く．」は昭明太子の「陶淵明伝」にある「助
汝薪水之労」に擬したことは想像に難くな匹
　俳句の方では表現の形式か全然異る関係上，俳
文の場合のように的確にそのつながりを指摘する
ことは困難であるか，ただ一つ「窓なりに昼寝の
莫座や箪」だけは「晋の淵明をうらやむ」と前書
かあるから議論の余地かない．ただこの句につい
て加藤楠邨氏は種々の異文を考えた後，その典拠
を示して，
　晋書の陶潜伝に，「潜嘗テ言フ，夏月廬閑ニシ
　･テ，北窓ノ下＝高臥ス，清風颯トシテ至レバ，
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　　自ラ義皇上ノ人･1ヽ胴７」とその,生活を表現して
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　ｉ　　　．Ｉ　　　Ｆ●　　　１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　，おり，モの「帰去来辞」の車にも南窓に倚るごと
　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　；　　●　゛
　　いうような語もある．云々．
と述べて居られる．しかし「帰去来辞」云々はよ
いとして，陶潜伝の記事は淵明の「与千厩等疏」
の中に「常言五六月中．北窓下臥.,遇涼風暫至．
　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　’ｕ　，ヽ●･･　＆「ｆ
自ｍ是畿皇上人」とあって，晋書はもとこれに拠
ったi）のであり,一芭蕉も晋書よかり,寧今この文に
拠ったと見る方が穏当ではあるま=らか．
　　㎜　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　・Ｍ次に「旅懐」と題した「この秋は何で年よ‘る雲
　■ (4)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
に鳥」という句である．私拾最初仁の句を読んだ
時から何がなしに淵明の作品どつながりがありそ
うに莞えたのであるが，果せるかな先学は既忙そ
れを指摘していた．即ち頴原退蔵氏はこの句につ
いて，　　　　　　　　　‥
　句は旅中この老境を嘆ずる情条,i無心の雲と鳥
　とに寄せたのである．・「雲に烏」:は漂泊め旅を
　象徴したもので，かならずしも実際に雲や鳥を
　さしていったのではない．陶淵明のて雲無む＝
　シテ岫ヲ出デ，鳥飛ブユ倦ンデ還ルツ知ル上蘇
’東城の「倦鳥孤雲豊期有ランヤ」などの詩句に
　基づい七，雲といい鳥と･いえばおのづから漂泊
　　　　　　　　　　　　　　　（5）’･一　　，
　隠遁の信が想われるのである．，　　　……･．
　　　　　　，　　　　　　　ｒｌＪ　　Ｗ　　　　　ふ
と述べて居られる．これには私ぷ雀く向感であ
る．　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●　　●●　　●．
　芭蕉が淵明の作品を踏まえたもめを指摘した人
がごのほかにもあるかも知れないが，目下私の管
見に入って居るのはこれだけである．ところで私
　　　　　　　　　　　　　　　　　1¶:　･_　　･●.－
が両詩人の作品に直かに親戈して居る間にl何だ゛
かつながりのあ９そうに思える,ものを一，ニ見出
した．よって大胆率直に私の臆説な綴べて大方の
　　　　　　　　　　　　　　　´･●･　・　ｌ　　　ｙ
批正を仰ぎたいと思う・　　　，コ･　　　≒
　　　　　　　　　　　（１）・　ご‥･　　へ　　　●･
　一つは芭蕉の「しら菊め目にだてて見る塵を,な
　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　．し」の句である．陶淵明か菊を愛したこヽとは余り
にも有名なことで今更ぜい言を要しないが,･.芭蕉
もまた非常に菊を愛した．モ,れはそ/の句集を見て
も花と名のつく物の中，桜と梅と並んで断然多数
詠まれているのを見ても明かである．そこ,に両詩
人の性格的乃至は情操的共通性が認められるので
あるが／そうした方面は後で考えることとして，
ここ･での問題は上掲の句が淵明の作品中どこに関
　連をもつかというどとである．私はこの句は淵明
　の「飲酒」元″め胃痛に見える「秋菊有仕色」に
　基いて発想したものではあるまいかと思う．ただ
　この句は「笈日記」によれば「是は園女が風雅の
　美をいへる一章なるべし此の日の一会は生前の
　名残とかもへば，その時の面影も見るやうに思は
　　　　　　　　　　　　　　　　　（り
　るるなり）と記されて居るそうだから，最初から
　この想定はいわれ無いそらごとだとも評されよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　う．　しかし頴原氏も言って居られるように，この
　句は園女の風雅をたたえるために菊をがりたとい
　うよりか，やはり白菊の清を賞したものと見るの
．が穏当であろう，しかも菊花の清純に対する芭蕉
　の感じは，同時にあるじ園女の清純な姿に対する
　感じでもあったであろうことも否定できない．結
　局この句の発想の主眼は飽くまでも白菊の清純さ
　にあり，それによってあるじに対するエチケヅト
　を表したものと私は見た八
　　萌って「秋菊有俳色」は果して菊の清純さを表
現していて芭蕉か此の句を発想する契機となりう
るものがあるかどうか･,問題･は「佳色」である
が，われわれが漫然と読むとＴ信色」は「よい
色」「美しい色」で，「清純な色」という感じは
受取り難い．しかし中国人のこの語に対する感覚
はそんなに漠然としたものではないようである．
次に禍げる二人の中国人のこの詩句に対する評語
によってそれか知られる．即ち
　　定斎日．自南北朝以来．菊詩多矣．未有能及淵
　　明詩語尽菊之妙．如秋菊有俳色．他華不足以当
　:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
‥　此一信字．然終篇寓意高遠．皆絲而発耳.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【】o）
　　艮斎日．秋菊有信色一語．洗尽古今塵俗気．
　がそれである．而してこの二評語の中特に後者
　のて古今塵俗の気を洗い尽す」という一語は，そ
　れこそ目に立てて注視しなければなら.ない．塵俗
　の気を洗い尽す秋菊の佳色はそのまま「目に立て
　て見る塵もな」い白菊の姿ではないか．或は同じ
　ような性格と情緒をもった両詩大の心境と観照の
　偶然の暗合でもあろうか．　しかし既に陶淵明の作
　品を読みかつ私淑していた芭蕉であって見れば，
　そして淵明同様に菊を愛好した芭蕉であって見れ
　ば，淵明のこの詩句と評語がその心底に留めら
　れていて，意識的にか無意識的にかこの機会に触
　発せられてこの句発想の契機となったとずるに何
陶-淵　明　と　松．尾
の無理もないではあるまいか．／□・　プ　ノ
　「だって，その詩句の評語を芭蕉か併せ読んだ
とい引詐証がなければ，そんな臆説は肯定できな
い」という意見もあり得ることである．そうなる
と芭蕉の読んだテキストが何であったか分明でな
い以上断言はしかねるが，陶淵明の集には古来例
と七て大抵その評語が合刻されているようだか
ら，併読したものと考えて先ず誤りはあるまいと
思う．仮りに一歩を岫って，芭蕉か件め評語を読
まなかったとしても,彼ほど腿営学の素養かあり，
デリヶＴ.ﾄな詩|冑をもっていたことを思えば，秋
菊有佳色め詩語に託せられた中国詩人のエスプリ
かそっくり汲み取られないはずはあるまいではな
いか．更に叉淵明には「佳人美清夜」（搬古其ｔ）と
いう句もあるからに芭蕉は或はこのF佳人」とかの
「佳色」とを観念連合によ？て白菊と園女とに託し
てこの句を発案したかも知れないとも思われる．
　今一つは芭蕉の「守栄院」と題した「門に入,れ
　　　　　　　　　　　(11)　　　ダばそてつに蘭のにほひ哉」という句である．私は
これを淵明の（幽蘭生前庭　含薫待清風Jciycffi共･ｕ）
に結びつけて見たいと思う．この句はその道の人
々にも問題にせられていないのか，解釈ないし鑑
　　　　　　　●･　　　　　　　　　●賞されたものにまた出くわさない．従って先人か
らサジェストされることも全然できないか，敢て
臆説を述べて見ようと思うのである．きて世蕉の
句の意味は守栄院（脚注Ｅ,か勢国とある）の門を入るとそ
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そやかに咲いでいるものと考えられる．それは正
に附詩の「薫を含んで清風を待つ」ていた蘭であ
る．ただ芭蕉の句には蘇鉄という道具立てか一つ
加わっているか，芭蕉のねらいは蘇鉄よりか蘭の
においにあるのであって，この道具を加えたのは
蘇鉄という岩のような感じのするどっ.しりとした
大からな物を先ず持出して印象付けることによっ
て．幽蘭の本質をあざやかに浮び出させる効果を
ねらったものではあるまいか．つまり芭蕉は淵明
の幽蘭の詩趣に共感していて，ここで不図蘭の香
をきいた刹那に，たまたま限前に見えた蘇鉄を利
用して姿の見えない蘭の「幽」の感じを表現した
までのことで，全休的な詩境としてはこの俳句と
かめ詩句とは全く同じものだと感じられるのであ
’る．人あるいは私の臆説を牽強付会に過ぐるもの
として否定するかも知れないか，芭蕉の句には古
人の歌や詩を踏まえたものが意外に多数あること
を思えば，との場合の連係も絶対あり得ないとも
言えないだろうし，従っ七この程度の臆測も許さ
れてよいではあるまいか･
，以上私は芭蕉の作品に基y^ヽて淵明の作品との連
係を考えて来た．とこで明らかになったごとは，
芭蕉か淵明の作品を如何に読み且味わって自家薬
簡中の物となし，そして自己の創作活動に際して
如何に巧みにそれを駆使活用したかということで
あった．ところで，ここに注意すべきことは，こ
こに庭があって、玄関の前面に蘇鉄が植わって居　　の作品上の連係は単に作品の表層面にとどまるも
り、どこからか蘭の香が漂うて来るというように　　のではなくして、その奥に湛えた両詩人の深い精
解せられる．思うに門を入った所にある庭は淵明　　神の連係から、おヽのずから発したものだというこ
の詩の「前庭Jk当る．蘭の姿は見えないで香が　　とである．このことは後の論究によって漸次明ら
先ず気付かれるのは、そこらの岩蔭にかくれてひ　　かになるのであろう．
　註１．朝日新聞社「日.本古典全書」中のもの．頴原退蔵氏の校註．山崎喜好氏の増註である．
　註２．前掲書の頭註Ｐ. 75参照．
　註３．角川新書「芭蕉秀句」下巻p. 147
　註４．岩波文庫「新訂芭蕉俳句集J p. 188　　　　　　　　・
　註５．角川文庫「俳句評釈」上巻Ｐ」 199－200
　註６．前掲「芭蕉俳句集J p. 174
　註７、８．前掲「俳句評釈」よ巻Ｐ. 198
　註9、10.「陶靖節詩集」巻之三　十一葉･､この本は檎李蒋薫丹崖評閲、海昌婿周文這青輪訂と銘せられたも.ので、
　　　、康煕十一ﾌﾟ部壬子孟春に題した丹崖の自序と、康煕庚午歳陽月周文這謹識と.した識語とを載せた刊本である．
　　”私の所有に係る陶淵明集めテキストは極めて貧弱で、この外に天啓紀元二年浙江楊氏重梓と印せられた本を
　　　　我が宝暦十一辛已年平安書肆見田藤八の翻刻したものと、･概ねこの楊氏刻本に拠ったかと見られる、明治廿
　　　　七年版の近藤元粋評訂本があるだけであるが、この二本ともに同文の評語が載せられている．
　註11.前掲「芭蕉俳句集」●Ｐ」176　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ
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（ニ）田.園い詩人と漂泊詩人
　＼　　　‥　　　からすれば，少壮時代は随分大志を抱いて天下に　　　　　　　　　　　（Ｄ　　　＼　　　‥
　共にこれ自然詩人の名にし負う洲明と芭蕉であ
る．その湛然たる自然愛の根本紹捧に於ては全く
相共通するものがある，然るを何故に彼は田腰に
　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　Ｆ　　　　　－安性の地を求め，是は漂泊の旅路Iに生涯を賭けた
であろうか．こごに両詩人の作品を渉猟しつつそ
の因由する所を探って見ようと思う．先ず陶淵明
から始める．　　　　　　　　　　　　　　ト
　陶淵明，字は元亮．或は云う,潜,ヂは淵明と，
併に靖節先生と称せられた.．東晋哀帝の興寧三年
乙丑（西暦36絆j〉溥陽の柴桑（詣器品ぼ）池璽ま
れ，宋の文帝元嘉四年丁卯C427牛) 63歳を以七
　　　　　　　　　　　　　　　（l）　　　　　　・゛‘卒した．（生年については異説かあり，それによ
　　　　　　　　　　　　　　ｰ･゛　　1j　　　　）るとl1年遅れ，卒年52歳どなるか,こ私は取らない
で通説に従う．）淵明の「命子」の詩によれぽ，
その源流は遠く帝尭陶唐氏に出で,ﾄ総代には丞相
になった陶青という人物もあり，普の大司馬匯侃
は淵明の曾祖父に当り，･祖父茂は武昌の太守とな
ったという名族である．父の名は伝わらjないが，
　「命子」に「於皇仁考淡焉虚止,寄跡風雲　翁茲
悦喜」と言っている所を見ると．非常に淡泊善
　　　　　　●　　　　　　　Ｉ　　　　　●良で自然を愛する人柄であったこ,とかわかる．淵
明の母孟氏は当時の名士孟嘉の女であるが，孟嘉
は淵明の「晋故征西大将軍長史孟府君伝」.を見て
も知られるように，教養高き風流人セあ？だ．曾
祖隋侃は人も知るように剛毅な勤労人であったの
だが，思うに淵明の血液の中には此等父祖や外祖
　　　　　　　　　　　　　　・　●　　|りの性質風炭か多分に相混じて流れ七いたに相違な
い．この事実は淵明の生涯を知る上に忘れて膏ら
ないことである．
　さてこうした名族の血をうけて生まれた淵明
は，如何なる教育を受け，如,何なる青春時代を送
ったであろうか．彼自ら後年「少年祭人事．游好
庇六経」（猷酒共十加と言って居るのを見ると，ｽ少年
時代はまだ家庭もそれほど窮乏して居らず,･総代
以来の伝統，というよりか孝ろ曾祖陶侃以来の家
風に従っで，儒教の経典にゆっくり親戈しつつ･，
善良な父と賢明な母の膝下に育らたこ･とが想像せ
られる．そして久別の詩で「憶我少壮時，無楽自
欣課，猛志逸四海，驀綴思逮惑」（雑防共五）,とか「性
剛才拙．奥物多作」（与子鼠等辺）とか述悛している所
雄飛せんとする気概もあり，剛毅一徹な性格の持
主であったことが知られる．そうした大志と性格
を有した淵明セあったればこそ，「擬古」の詩に
見える華北の大族行も決行され得たのである．
　少時壮且祠．撫剣独行道．誰言行道近．張抜至
　幽州．飢食首陽薇．渇飲易水流．不見相知人･
　惟見古時邱．路辺両高墳．伯牙呉荘周．此士難
　再得．吾行欲何求．（共Ａ）
溥陽から遠く甘粛省張披県に至り，山西省を経て
今の北京あたりまで達し，伯夷，叔斉や荊例を偲
び，伯牙や荘周に思いを寄せて，今の世に知己無
きを嘆じたものである．また
　辞家夙厳駕．常往至無終．問君今何行．非商復
　非戎．聞有田子春ぐ泰）.節義為士雄．斯人久已
　死．郷里習其風．生有高世名．既没伝無窮．不
　学狂馳子．直在百年中･（共ニ）
とも述べている．無終は河北省の地名，後漢家の
節義の士田喘（子泰は宇）の高風を慕っている・
更に
　蒼蒼谷中樹．冬夏常如茲．年年見霜雪．誰謂不
　知時．厭聞世上語．結友到臨消．稜下多談士．
　指彼決吾疑．装束既有目（共加
とあるのは何を物語るであろうか．臨沁は昔の斉
の都であり．稜下はその城門たる稜門附近の地
で，宜王か文学を好んで学士数百千人を集めてそ
こに居らしめたということは，史上著名の話であ
る．淵明かその稜下談説の士を想望して，「吾が
疑を決せん」と言ったのは，こうした遊歴もたゞ
漫然と物見遊山に出かけたのでなくて，何か深く
期する所があったのではあるまいか．（ただこの
臨損行は中止されたことか詩の後半にのべられて
いる）鈴木豹軒先生は如上遊歴の事実を述べた
後，「其意は恐くは晋をして北秋の圧迫を免れし
　　　　　　　　　　（2）むるためな･りしならん」と言って居られるが，治
国平天下を綱領とする儒教的教育によって成人し
た人であり，且つ大司馬陶侃の曾孫たる自覚を持
った淵明であって見れば，さもありなんと思われ
る．当時中国では実に北方民族の活躍時代で，西
晋はそのために滅ぼされ，重晋は漸く江南を保有
するに過ぎない所謂偏安の時代であり，秦王芦堅
陶　淵　明’と　松”尾　芭　蕉 (其の一) (村上) ･5
か百万の大軍を擁して襲来壮んとしたのを謝安－　　「晋紀総論」を一読しただけでもうかがわれるこ
門の力によって撃退した湘水の戦は淵明１９歳のべとであるが，そうした中･に身を置いて，菊も州の
時のことであったが，間4,なく謝安の死んだ後
は，晋の国家は再び衰微の一路を辿る大動揺の時
代だったことを思えば，淵明の心事も察知するに
難くなぺ　かくてこの際彼が進んで官途につい
て，天下国家のため大いに経綸を行おヽうと欲した
としても決して不思議でなく，寧ろ当然なことで
さえある．彼は果してどうしたか.
　　　　　　　　　　CD
　淵明は２９歳にして始めて官途についた．江升ト
の祭酒である．（祭酒とは学政を掌る長官である
から今の教育長に相当する者と考えてよかろう．）
然るに未だいくばくもなくして辞し帰っている．
どうしたわけであっただろうか．後年当時を回顧
した詩を見るに，
　喘昔苦長飢．投釆去学仕．将養不得節．凍雌固
　纒己．是時向立年．志意多所恥．遂尽介然分．
　払衣帰田里．（飲酒其十九）
とある．これによって知られることは，当時ｊ（２
９歳以前）淵明は既に農耕に従事していたこと，
久しく飢餓に苦しんでいたこと，仕官はしたもの
の親く母，淵明８歳に七て其の父を喪っていたj）
を養うに足らず，うえとこごえがつきまとうたこ
と，･それに心に恥ずる所が多く官を辞して郷里へ
帰ったことである．
　ところでこの詩句をよく吟味して見ると，何か
深い事情があったのではあるまいかと思われるふ
しがある．即ち，「志意多所恥」の意味内容か問
題である．それは果して「是の年三十，男児立つ
べき年にして立つ能わず，恥ずる所多きを感ずる
　　（3）なり」といったような心境だったろうか．もしそ
うだとすれば，恥ずべき理由が自己自身の側にあ
ったわけで，「遂尽介然分」という次の句とそぐ
わないではないか．即ちF尺介然分」とは，「介」
は節義を意味し，自己本来の孤独な操守を守り通
す意味と理解されるから，自己の内部に恥ずべき
ものを蔵して居りながら「介然の分を尺す」もな
いものである．･とすれば恥ずる所多しとは何であ
っただろうか．私はそれを当時の閥族の践俎と飛･　－
れに伴う社会秩序の楽乱や官場の腐敗堕落にあっ
たのではあるまいかと考える．その頃の世態は
祭酒として教化を掌る身でありながら，自己の力
ではどうにも救いようのない醜悪な事態を日々ま
のあたりに見聞するに至って，淵明はその性格
上，思想上，そば恥ずかしくて見て居られないも
のかあったにちかいない．それに淵明自身につい
ても，当時はもはや名族として一般の尊散を受け
得る状態ではなく，貧乏な没落貴族の子弟とし
て，或は軽侮され或は無視されることもあったで
あろう．それも名族の流れを汲む者として堪え難
いものであっただろう．それでも最初は忍ぶべか
らざるを忍んでいたが，遂に介然の分を尽し七，
衣を払ってにの語も意味深長である）田里に帰
ったのである．この詩について黄賎庵が「世外総
皆恥辱場．仕路尤甚．帰田里而後．可少減焉い日
　　　　　　「り減則分日尽矣.」と言って居るのは全く我が意を得
たもので，私の見解が決して一介の独断ではない
ことを証するものである．　　　　　　　　　：
　その後程なく淵明は主簿に徴されたか就かなか
った．理由は明らかでないか，或はこの最初の仕
官か彼の心を痛く傷づけたためではあるまいか．
然るに彼は数年を経で（36歳以前と思われるj）鎮
軍将軍劉牢之の参軍として出仕している.にの時
劉裕と同僚となった.）なぜ又仕官したのか分明
でないか，「始作鎮軍参軍，経曲阿作」詩に「弱
齢寄事外．委懐在琴書．被褐欣自得．厨空常晏
如．時来萄宜会．宛轡憩通街．投策命晨旅．暫興
園田疏．云々」とあるのによると.貧乏暮らしの
中で琴書に懐いを委ねて，晏如自得の生活をして
いた所へ仕官の機会がめぐっ,て来たものと見え
る．「時来菊宜会」の語で見ると，当時は淵明も
仕官に対して未だ必ずしも絶望していたわけでは
なく，然るべき地位さえあれば，或は然るべき人
に用いられさえすれば，出仕する意志かあったも
のの如くである．劉牢之は，参軍は，一応その意
志に沿うものであったであろう．しかし前掲詩句
に続いて「砂砂孤舟逝．研絲帰思紆……」目倦脩
塗異．心念山沢居．望雲噺高島．臨水塊迦魚．真
想初庇襟．誰則拘形迫．聊且憑化遷．終反班生
盧.」と述べていること･を思うと，やはり心に満た
ないものかあり，心は山沢の居を念い，「真想」
６
知 学学術研｡究報告で　第４巻第32号
はあくまで田園に帰ることであっ.た．,都建康から
故郷柴桑へ帰る途中の作でも「自古歎行役，我今
始知之.」とかＴ久游恋所斑．如何沌在茲√静念回
林好．人間良可辞.」（斑７･ａ卵中従都がれ凪了肌林共こ）
　　　　　　　　　　　　　　●　　ll瓦　　　　●　　ヽとか述懐して居り（36歳j），休暇をもIらって帰省
する時にも.嘩役不違寝．　中宵肯琢旅商歌非吾
事．依依在桐耕..投冠旋旧嘘．不為好爵栄．甕腐
　　　　　　　　　　　　　　　　1t衡茅下.庶以善自名.」（楽丑巌七月=赴収還江陵夜行・口作）
と歌っている.F商歌非吾事．依依在桐耕」（古の
寧戚のような真似をして賢君に用いられ出世する
なんてことは自分のからではない√や‥はり自分は
長阻，梁溺のように農耕に従事するめがふさわし
いj）と自覚して，好爵に束縛される･ようなことは
すまいと自ら誓う淵明にはも･はや立身慨世凶夢な
どありようがない．その心を領する者はただ「所
生（母）jのいます茅屋であ皿･巍耕七あ1つた．燃
るにその母は淵明37歳の年この世を去うた..そこ
で彼は喪に服しつつ農耕に従事すると･と咆なっ
た．「秉来歓時務」（Ｈ）んだりレ「歴無千滅書」
（炎卯寂十二月中作輿従弗敬遠）したり「固窮の節」コを守･つ
たのはこの間のことである．　　　レ　　ｙ
　淵明は4.1歳にして叉建威将軍劉貸宣（牢之の子）
の参軍となっているか,その頃の元懐にF伊余何為
者．勉励従茲役．一形似有制.素襟不可易.ご園田
日夢想．安得久離析l終懐在痴舟ﾉj諒哉宜鳥粕ｺ
（乙巳歳Ｅ月ｇ廸威参軍使都経幼溌）とある．丁勉励従茲役」
から考えると今度も何かの都合（或ば劉敬室に懇
嘱され，その父との縁故からやむを得ず出仕した
か）で気め進まぬながら無理から出仕したものの
ようである．そして「一形似有制」と我が身が外
部より‘め拘束に屈従したかに見えjることを気にし
つう，それでも「素襟不可易」と本心の不勣なる
べきを我が身に言いきかせている．たまだ重劉倣
　　　　　　　ふ　　ふ÷　　　　　　　　　　　　　　　　●　　一
宣か辞職したので淵明も従って辞めたらしい.犬
　　　　　　　－　　（ｌ）　　　･●　　　∧　ご
　その年八月彼はまた出でて彭沢の令と奏.つた
が．-十一月には早くもそれを辞して帰った．･その
間の事情はF帰去来皆辞拝序」に叙せられ七いで，
人々の知悉する所である．先ず序を挙げて論述の
たよ’りとしたい．　　，　・ｌ　　　　　　‥
　余家貧．噌植不足以自.給.幼稚盈室.鼓無儲粟．
　生生所資．未見其術．親故多勧帝為長吏．脱然
　有懐．求之廳途．会有四方之事．諸侯以恵愛為
　徳．家叔以余貧苦．遂見.用子小邑．子時風波未
　静．心憚遠役．彭沢去家百里．公田之利．足以
　為酒．故便求之．及少日．巻然有帰輿之情．何
　則質性自然，非嬌属所得.飢凍雖切.違己交病･
　嘗従人事．皆口腹自役．於是恨然臓慨．深姚平
　生之志ご猶望一･稔．常斂裳宵逝．尋程氏妹．喪
　千武昌．情在駿奔．自免去職．伸秋至冬．在官
　八十余日．因事順心，命篇目帰去来今．乙已歳
　十二月也．
一読して分明なことは，今度も依然貧窮ゆえの出
仕であったこと，出仕は七だものの不自然な嬌圀
　（己れをいつわって上官にへつらうことや，高く
とまって部下に厳しく臨むこと）のふるまいはで
きず，役所勤めの味気なさに絶えず帰畿め願望が
頭をもたげていた所へ，適々程氏に嫁した妹の訃
に接したので決然辞職して帰郷したことである．
しかし，こんな辞職の理由や例の陶淵明伝の伝え
る五斗米のために腰を折るを屑しとしなかった
というようなことは表面上の口実で，真の理由は
もっと深い所にあったのではあるまいか．という
のはこの序を再読三読して看取せられることであ
やか，当時の不安な政情や世熊を思わせるF会有
四方之事」「子時風波未静．心憚遠役」等の語句
がそれを暗示する．事実，その前年劉裕が楚王桓
玄を討伐して，玄は敗走して死し，安帝は建康に
帰ったとは言え，実権は既に劉裕の手に帰して皇
帝は暫時その虚位を保有するに過ぎず，寸泗年後
には劉裕に絞殺せられ，更に二年後には恭帝も劉
裕の毒酒に非業の最期をとげ，遂に晋室の滅［とを
見るに至ろうという前兆に戦く不安動揺の時代だ
ったのである．しかも淵明には時局を匡救する力
も自信もない．不惑の年を越えて分別盛りの淵明
が安閑としてその不徹底な生活態度を継続するに
は余りにも急迫した情勢であった．己れを屈して
世と浮沈するか．介然固窮の節を守って田園に帰
るか，二つに一つを選ぶべき時節か到来していた
のである．この出処進退の問題は今に始まったこ
とではなくて，久しく淵明の心を悩まし続けて来
た問題であることは既に見て来た．しかも情勢は
日に月に悪化して淵明に決断を迫ったのである.
゛さてその決断は如何に下されたか．
陶　淵　明　と　松．尾’芭　蕉
　帰去来サ．田園将蕪.胡利帚.既自以心為形役．
　蚤慨恨而独悲．悟己往之不諌．知来者之可追．
　実迷途其未遠．覚今是而咋非ご
という帰去来の辞がそれを明示する．その気負い
立った語調にわ｀れわれは淵明の決意の程をうかが，
うことかできるではないか.，
　舟揺揺以軽翻．風瓢属而吹衣．問征夫以前路．
　恨晨光之熹微･
このあたりにもその決断後の爽かな明るい気分を
感じ取るに困難でない．しかし，思えぼ29歳江州
の祭酒として始めて官途について以来十三年，モ
の心は田園から仕官へ，仕官から田園へと，時計
の振子の如く動揺し続けて来た淵明である．その
淵明が遂に漸くにしてこの決意に到達し得だのだ
から,’その感慨はけだし吾人か想察の外であった
ろう．恐らくその翌年の作と思われる「帰園田居」
詩の「久在焚熊裡．復得返自然」の述懐も必ずや
文字以上のものかあったに相違ない．’
　さて，そうした淵明を迎えた家庭はどうであっ
たか．
　乃誇衡宇．載欣載奔.ヽ伺僕歓迎．稚子候門．三
　連政荒．松菊猶存．携幼入室．有酒盈鱒．
で子はもとよりその子の母も悦び迎えて温い愛情
を示してくれる．そこ･で
　引嘉脇以自酌．防庭村以恬顔．倚南窓以寄屋．
　審容膝之易安．
と焚感を脱して自然に返った悦びをしみじみと味
わう，そして毎日庭園ないし田園を逍遥しては，
　園目渉以成趣．門雖設常関．策扶老以流憩．時
　鳩首而涸観．雲無心以出岫．良倦飛而知還．景
　賜暇以将入．撫孤松而盤桓．
と心の寄るものは自然界では先ず雲と良と松．
ｌ清息交以絶游．世科我而相遺．復駕言分焉求．
　悦親戚之情話．楽琴書以消憂．　　　　　≒
人間界では虚偽のない親戚と琴書．春ともなれば
素朴な農人の音ない，
　農大告余以春及．将有事于四瞭．
そこで自分もじっとしては居られない，
　或命「卜車．或棹孤舟．既窃窮以尋整．亦崎峨而
　経丘．
農地は近辺にのみあるのでないから時に舟や車に
よらねばならない．その往復の途中は如何，
(其の一) (村上)
７
　木欣欣向栄.,泉滑消而始流．善万物之得時．感
J吾生之行体●　　　　　　　　　　　　●
木々も泉も陽春のよろこびを奏でる，それはうれ
しいことだ．　しかし己れは春毎に老い行く．
　已矣乎．寓形宇内復幾時．易不委心任去留．胡
　為乎逞連欲何之．富貴非吾願．帝郷不可期，
いずれは遠からず死ぬるいのち，何を目･あてにあ
くせくすることがあろうぞ．　　　　／
　懐良辰以孤往．或植杖耘打．登東皐以舒味．臨
　清流而賦詩．
楽しみは作物の生長と賦詩.
’聊乗化以帰尽．楽夫天命．復裳疑･
死ぬる時か来たら死ぬるだけのこと，生命はすっ
かり天に預けて悠々自適の生活を送るだけのこ
と，とこうした境涯に淵明は到達したのである．
帰去来今辞はまことに淵明の代表作品の一つであ
り，しかも全作品の基本的思想と情調を示すもの
であった．（その後また著作郎に徴されたか就か
なかった.）
　　　　　　　　　　（皿）●･
　われわれはこｘで更に他の作品について，田園
詩人の生活の一斑を見て置こう．先ずその住居と
環境はどうであったﾂりヽ.｀∴
　方宅十余畝．草屋八九閥．楡柳蔭後昏．桃李霜
　堂前．曖曖遠人材レ依依墟里煙．犬吠深巷中･
　鶏鴫桑樹嶺．戸庭無塵雑｀．旋室有籐間．
これは「帰園田居」其一の中の描写である．江南‘
地方の平和な田園風景がまのあたりにほうふつた
るを覚える．　‥‥‥　‥‥　　　　　し
　結廬孔人境．而無車馬喧．問君何能爾．心遠地
　・自偏，釆菊束庭下.悠然見南山．山気日夕佳．
　飛鳥相共還.此中有真意．欲辨己忘言．（欲酒共五）
人と境と全く一枚になった境地かうかがわれる．
こうした境涯の中で彼は自ら農耕に従事した．
　種豆南山下．草盛豆苗稀．晨興理荒恰.帯月荷
　鋤帰．道狭草木長．夕露霜我衣．衣零不足惜．
　但使願無違．（喩四・共ヨ）．　　　　　　　　’
望を官途に絶って，他に収入の道の無ぐなった以
上「貧居依稼稽．戮力東林隈」（丙辰寂八ｌ車,於下湯ｍ･
舎,穫いの外なかったのである．しかし「山中饒
霜露．風気亦先寒レ田家豊不苦．弗鮨辞此難.」
８高知大学学術研究報告‘第４巻第a2号
（庚戌歳九月中,於西田,穫早聊）と言って居る所を見ると，
山中の田を作っていたため随分と骨の折れたこと
か察せられる．たバ皮は勤労に対して確固たる哲
学を持っていたから，如何なる苦難にも決して屈
することはなかった．「勧農丁の詩がそれを物語
　　　　　｀　　　　　　　　　　il　　　　　　　　s　＝
る●　　　　　　　　　　　　　　　’Ｊ　　　，３
　さりとづ翻も人間ｔありレ殊沁生来のj憂酒家
であって見れば，終日終夜，年がくら年率勤労し続
けるわけでは勿論ない，野良から帰れば,ニ「娠潔
息箔下．斗酒敗襟顔」（四．続き）で疲労を町し．時
には「日入相叫帰．壹漿労近隣長吟掩柴門．聊
為電畝民」（．卯歳姶春,懐古ｍ舎に）とか「漉我新熟
酒.隻鶏招近局.日入室中閤．刑薪代明燭，歓来苦
夕短．已復至天旭」ccsiiaBiK a五）とか歌っている
ように，近隣の農夫を招いてねぎ.らっだり，興に
乗じて飲み明かしたりすることもあった．
　しかしこんなことの何時でもできる淵明七は決
してなかった．さらでだに貧しかグだ彼には「炎
　　　　　　　ｉ　　　　■　　　　　　　ｒ　　　　　／火屋焚如.瞑昿
夏日長抱飢．寒夜無被眠．造夕思鶏鳴．及晨願舟
遷」（怨詩楚調,示雁主那,訪冶中）といつたように火災に
遭ったり，指害にいためつけられたりセ.飢寒に
苦しみ抜くこともあり，切羽つま？て「本食」.す
ることさえあった．そこで「親俯知其如此．或置
酒而招之．造飲幌尽．期在必酔．」臨聊先生伝）という
仕儀にもなり，て故入賞我趣･摯壹相典至レ班荊
坐松下．敷斟已復酔．父老雑乱言ト晦酌失行次･
不覚知有我．安知物為貴．悠悠迷所留．酒中有深
味.」（飲酒共十．）というほｘえましり情景も現出せ
られつｘ親戚故旧の好意を満喫することもある.
　゛また春秋の佳節には高い所へ登２で翁詩を賦す
る楽しみもあったが．そうした時にも一人で出か
けるのではなく，「過門更相呼．有酒斟酌之.」と
言ったふうに，互に誘い合っ七酒を酌み交すめ.が
つねであった．ぐうした隣大愛にすんだ淵明は，
子供達に対しても実によい父親であjつたi「帰去
来芳辞」の中にも既にそれを証ずる語句があっ゛た
かト他の作品中にも認められる．「春秘作美酒．
酒熟吾自斟．弱子戯我側．学語未成音．此事真復
楽．聊用忘華費.」（回主ｌ）「れ去山沢游･ﾀﾞ浪莽林
野娯．試携子姪輩．披榛歩荒墟.」(KEamw共四）7命
室携童弱．良日登遠道.」（酬iJS5S)等がそれである．
　「責子」の詩の如きも題名に似ず実にユーモラス
なもので，子供に対する父親の真情が溢れてい
る．淵明に於ては正に「大物止稚子」（止酒）のみで
あったのである．
　以上私は淵明の生涯をその出自から始めて仕官
と帰農の経緯を中心として概観し，帰農後の剛園
生活の状況を局部的にスケッチして来た．翻って
思うに，淵明をしてかくの如く出処進退常なら
ず，結局かくの如き方途を選ばしめた所以のもの
はそもそも何であっただろうか．端的に言って，
それは彼の所謂邱山を愛する自然愛の物神と，底
知れぬ不安動揺を孕んで極度に腐敗した官場の現
実とであったと思う．もし彼に自然愛の精神かな
かったならば，官場の腐敗もさまで彼の心を傷づ
けることはなかったであろうし，或は世と共に浮
沈しつゝ官界に濁浪を揚げ得たでもあろう．もし
また彼があのような時代でなくて，普通正常の時
代に生れ合せていたならば，あのように官界に背
を向ける理由もなく，世間並みに立身出世の道を
辿って，平凡な生涯を送ったかも知れない．しか
し事態は正にその逆であった．それでもなお，も
し彼に帰るべき田園がなかったならば，帰農しよ
うにも所なく，従って田園詩人の名を恣にするこ
ともできなかったであろう・
　かくて淵明をして自然詩人たらしめたものは，
彼か父祖の血を受けて淡泊で自然を愛する精神の
持主であったこと，そうした精神の持主たる淵明
に快適な仕官をさせるには，余りにも官場が腐敗
豪乱していたことであり，更に彼をして田園詩人
たらしめたものは，幼時よりはく≒み育てｘくれ
た父祖伝来の田園があったということである．而
して，それら諸種の要因にも拘らず，淵明の生涯
を支配した最も根木訥な動因はあくまでもその自
然愛の精神であったと考えられる．そこでその自
然愛の精神か最後の問題となるのであるが，それ
については次に漂泊詩人芭蕉の生涯を見た後に，
芭蕉のそれと併せ論ずることにしたい.
　　　　　　（昭和30年９,月30日受理）
